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 近年、糖尿病患者において急速に腎機能が低下する例が少なからず存在することが報
告され、全経過に おいて平均3.3%/年以上estimated glomerular filtration rate（eGFR）が
低下する例がGFR declinerと定義されている。しかし、この定義では腎 機能悪化前に
GFR declinerを同定することができない。今回、短期間のeGFR変化から腎機能が悪化す
る症例を同定することを試みた。 
  2001年6月から2014年10月までに当院に受診した2型糖尿病患者6591名の中で半年に2回
以上の eGFR検査を継続的に3年以上行い、検査のない期間が1年未満、かつ、ベースライ
ン2年間の平均 eGFRが60mL /min/1.73 ㎡以上である2533名を対象とした。全てのeGFR
値をLoessによる処理を行い経時的なeGFR変化の変動を平滑化した。それらの値を用いて 
半年毎のeGFRの平均を算出し、各々の１年前の値との差から１年間降下率をそれぞれ算
出した。それらの１年間降下率の最大値を抽出してROC解析を行った。観察開始時点で
のeGFRと蛋白尿についても ROC解析を行い比較検討した。蛋白尿は観察初期の最頻値を
抽出し、各尿中アルブミン/クレアチニン 比を階級値に置き換えた（1:30未満，2:30以
上、300未満，3:300以上)。観察初期の尿蛋白が1+以上 の場合、階級値を3に補正した。
エンドポイントを、観察開始2年間の平均eGFR値の1/2未満への低下 と設定し、最後の検
査で50%以上の急激なeGFR降下があり始めてエンドポイントに該当した8名は除外した
（観察終了時にAKIになった例を除外するため）。平均観察期間は9年だった。エンドポ
イントに達した例は85名だった。ROC解析では1年間eGFR降下率 のAUCは0.95（95% 
CI: 0.93-0.97)、観察開始時点での尿蛋白のAUCは0.68（95% CI: 0.62-0.75)、eGFRの
AUCは0.58（95% CI: 0.50-0.65）であり、1年間eGFR降下率が最も予後予測に有用だっ
た。 
 また、1年間eGFR降下率のカットオフ値を7.5%以上としたところ、感度は98.8%、特異
度は 82.3%であった。1年間eGFR降下率による腎予後の予測精度は 高く、蛋白尿や
eGFRによる予後予測よりも優れている可能性が示唆された。 
野 島  淳 
One-year eGFR decline rate is a good predictor of prognosis of renal failure in patients with 
type 2 diabetes 
（1年間eGFR降下率は2型糖尿病患者の腎予後を予測する） 
